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1
若 き トーマス ・マ ンがいっ,如 何 なる事情 の もとにゲーテの作品 に特別 に
親 しむよ うにな ったか につ いて は,折 にふれ 己の ことを語 ることの多か った
彼 に して は珍 しく,ま った くと言 って良 いほど言葉 を残 していない。 そのた
めその明確 な時期 や詳 しい事情 はいまだ明 らか とな っていない。 とはいえ,
マ ンがその生涯を通 じてゲ ーテの作品 と親 しんで いたこと,否,そ れ どころ
かゲ ーテの作品,さ らにはゲー テという存在 その もの を意識 して創作 に専心
して いた ことは紛れ もない事実であ る。 マ ンの蔵書の多 くがゲ ーテの著作や
ゲーテに関す る書物であ った こと,し か もそ う した書物の ほとん ど全て にマ
ンが丹 念に読 んだ痕跡 が鉛筆 で残 されて いることな どが,彼 のゲーテに寄 せ
る思 いがひ とかたな らぬ ものであ った ことを如実 に物語 っていると言えよう。
また,チ ュー リッヒの トーマス ・マ ン ・アル ヒー ブに残 された手帳,覚 書 き,
草案等 々の数多 くの資料 の調査,研 究 を通 して,彼 が リューベ ックのカ タ リ
ネウム実科高等学校時代 か らす でにゲーテの作品 に親 しんでいた こと,最 初
の ミュ ンヘ ン時代 に早 くもゲーテの 『フ ァウス ト』か らの抜粋 をその 「覚書
き」の中 に記入 したり していたことなどが 明 らか にな って い る。 さ らに,
『ブッデ ンブロー ク家 の人 々』Die'Buddenbrooks(1901年)の執筆 に取 りか
か る直前の ある私信の中 には,ゲ ーテの 『エ ッカーマ ンとの対話』 にす っか
り心酔 しきった若 き作家の心 情が じつ に率直に吐露 されて いるのであ るω。
そ して トーマ ス ・マ ンが初めて公 にゲ ーテにつ い て言 及 したの は,1893
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2年パ ウル ・トーマスの名 の もとに 「春 の嵐」FrUhlingssturm誌 上 に発表 し
た 『〈善 き人 〉ハ イ ンリヒ ・ハ イネ』HeinrichHeineder>Gute〈(1893年)
の中での ことであ った(XI-713参 照)。 そ して これを嗜矢 としてマ ンは,ゲ ー
テについて少 しず つ語 り始 め,1914年 か ら1918年 にか けて の 『非 政治 的人
間の考察』BetrachtungeneinesUnpolitischenとい う 「ガ レー船 」 の 時
代を経て,1921年 の講演 『ゲーテと トルス トイ』GoetheundTolstoi以 降,
ゲーテにつ いて積極的 かつ雄弁 に語 るよ うにな る。 そ してそれ らは,十 指に
余 る一連 のゲーテ講演等 とな って,今 日に残 されてい る。
トーマス ・マ ン自身 が 「興味 あ る現象」 と呼ぶゲーテに寄 せ る関心 は,当
然 の ことなが ら,彼 の生 み出す数 々の作 品に も反映され ることにな る。 マ ン
の処 女作 と も呼 べ る 『転落 』Gefallen(1894年)にはすで に,ゲ ー テの
『ヴ ィルヘルム ・マイス ター』 のマ リア ンネ ・エ ピソー ドとの類 縁性 が指 摘
され ている し,1896年 の 『幻滅』Enttauschungに は,そ の死 の半 月前 の
ヴェルターの手紙 の一節が引用 されてい るのである〔2)。そ して,ト ー マ ス ・
マ ンを して押 しもお され もせぬ流行作家の仲間入りをさせる直接の契機 とな っ
た初 の長 編小説 『ブ ッデ ンブローク家の人 々』 の中に も,ゲ ーテの 「ファウ
ス ト』か らの引用が折 り込 まれて いるだ けで な く,登 場人物の一人 であ る領
事の言葉の中 に 『若 き ヴェル ターの悩 み』DieLeidendesjUngenWerthers
(1774年)と の関連 も見 られ るとい う。 さ らにまた,マ ンの 自伝 的色彩 が つ
よい と言 われ る短編小説 『道化者』DerBajazzo(1896年)も「若 きヴェル
ターの悩み』 との関係 を指摘 されて いるほどである(3)。
このよ うに トーマス ・マ ンの創作活動 の ごく初期の作品群 の多 くに もすで
に,ゲ ーテの存在 が色濃 く影 を落 と してい るのである。 こ うした若 きマ ンの
ゲーテ受容 の一連 の流 れの中で,そ の初 めての短編集 『トリスタ ン』Tristan
(1903年)に 収録 されたノ ヴェレ 「トーニ オ ・ク レーガ ー』TonioKr6ger
(1902年)に は,『 若 きヴェルターの悩み』 の影 響が つ よ く感 じられ るだけ
ではな く,作 品中 にはその名 こそ見 えないが随所にゲーテを意識するマンの,
換言 すれば,「 偉 大な作家」ゲ ーテに対す る新進気鋭 の作家 マ ンの,複 雑 で
矛盾 に満 ちた想 いが編 み込 まれてい るよ うに も思われ るのであ る。 以下 本論
においては,そ うした若 き トーマス ・マ ンの,偉 大 な詩人 ゲーテ に対す るア
ンヴィヴァレン トで複雑 な感情 が 「トー ニオ ・クレーガー』 とい う作品 の中
にどのよ うに反映 されてい るのかを,『 トーニオ ・ク レーガー』 と 『若 きヴェ
ル ターの悩 み』 とい う二 つの作 品の主人 公の性格,作 品中の出来事な どの比
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3較 を通 して明 らかにする とと もに,ひ いて は,『 トーニオ ・ク レー ガー』 と
い う作品 その ものを従来 の 「市民気質」 と 「芸術家気質」の相克 ・対立 といっ
た観点 とは異 なる地平,す なわち 〈ゲ ーテ の まね び>imitatioGoethe'sに
おいて見つ め直 してみ よ うと思 う。
II
トーマ ス ・マ ンは心理学者 ジークム ント ・フロイ トの生誕八十回誕生記念
日にあた る1936年5月8日,ウ イー ンの精神分析心理学雑誌 『イ マー ゴ」
>lmago〈Bd.22に 「フロイ トと未来』FreudandZukunftと題 す る講演 を
発表 している。 その中でマ ンは,み ずか らの 「ゲ ーテ のまね び」>imitatio
Goethe's〈 に関 して次 のよ うな興 味深 い発言 を してい る。
幼児性,ド イツ語で言えば発育の遅れた子供臭さ一 この純粋
に 精神分析学的要素はわれわれすべての人生 において如何 な
る役割を 果たしていることでしょうか。それは人生形成にお
いていかに強力な働 きを及 していることで しょうか。 しかもま
さしく,そ して主 として神話的同一化や先人の人生を範 とする
生 き方や先人の足跡を追 うという形において,人 間の人生形成
になんと強 く関わりあっていることでしょうか。父親結合,父
親模倣,父 親演技,よ り高級な,よ り 精神的な種類の父親代
用像へのその転置 これらもろもろの幼児的心理活動は,個 々
の人の人生にいかに決定的に,い かに形成的で教化的に働きか
けていることで しょう。私は 「教化的」bildendと 申しました
が,そ の理由は,わ れわれが教養Bildungと 呼ぶものを最 も
楽 しく最 も喜ばしく定義するとすれば,教 養とは私にとって大
真面目なところ,幼 児が讃嘆し,愛 慕するものによってなされ.
る幼児の精神の形成と陶冶,最 も奥深い共感から選ばれた父親




しかしはっきりと影響 していることを熟知 しております。 そし
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4てこの創造的生活とは,し ば しば,非 常に異なった時代と人物
という条件のもとで,非 常に異なった(は っきり言えば)子 供
臭い手段によって英雄の生涯を現出せしめることにほかならな
いのです。そういう訳で,ヴ ェルターの段階,マ イスターの段
階,『 ファウス ト』や 『西東詩編』の老年時代 を心に留めっっ
ゲーテを模倣することは,今 日もなお無意識的に一作家の生を
導 き,そ れを神話的に規定 し得 るのです。一 私 は無意識的に
と申しましたが,芸 術家に会ってはしか し,無 意識 はあ らゆる
瞬間に微笑する意識,子 供 らしく深刻な注意深さへと移って行
くものなのです。(朕一498以下)
この引用 の中で トーマス ・マ ンは,み ず か らの 「ゲーテのまね び」imitatio
Goethe'sを 三 つの段階 に分 けて,そ れぞれの段 階 に関 して意 味深 い説 明 を
加 えている。 それを図式 的に整理 すれば,以 下 のよ うになろ う(4)。
㈲(B)(C)
(1)ヴ ェル ター段 階……父親結 合……先 人の足跡 を追 う
② マ イス ター段階……父親 模倣……先 人の人生 を範 とす る
③ 「ファウス ト』・……父 親演技・…・・神話的同一 化
・ 『西東詩集』 の老年時代
こ こに挙 げ られ た(1)のゲ ーテの 「ヴェルター段 階」が まさに,本 論 におい
て これか ら論ず る ことになる 『トーニオ ・ク レーガー』の時代 に当た ること
は言 うまで もないであろ う。 そ して トーマス ・マ ンは,こ の(1)の段 階,す な
わち 「ヴェル ター段階」Werther-Stufeは 「先 人 の足 跡追 う」In-Spuren・
Gehen時 代で あった と述懐 す る。 この マ ンの言 葉 を念頭 に置 きっっ ゲ ーテ
の 『若 きヴェル ターの悩 み』一 以下 『ヴェル ター』 と略 す こともあ る
とマ ンの 『トーニオ ・クレーガー』 以下 「クレーガー」 と略す こともあ
る とを比較 ・検討 してみ ると,例 えば 「帰郷」Heimkehrと いったモチー
フ,主 人 公の性格 設定 や父親 を早 くに亡 くす という家庭環境,そ して その後
母親 達の とる行動,そ して彼を取 り巻 く周囲の人々,さ らには故郷の街 に入 っ
て い く時の様 子 など,じ つ に多岐多様にわた って二 つの作 品の間 には多 くの
類似点 ・相似点が ある。それ と同時 に,主 人公 の運命 な ど,全 く正反対 と言
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5わざるを得 ない面 も見受 け られ る。 しか しなが ら,そ れで いて これ ら二つ の
作品 は本質的 な点 においてま ことによ く似通 って いる。 その理 由 はい くつか
考え られ よ うが,何 よ りも重要 な ことは,ゲ ーテ とマ ンの二人 が ともにその
主人公 を多感 な青春期 の若者 と考 えていた こと,そ して同時に,心 の中で密
か にその読者層 を主人公 と同 じ青春期 の若者 たちに想定 していた点 にあ るの
で はないか と思われ る。
さて先の図式か らも窺 えるよ うに,ト ーマス ・マ ンの 「ゲー テの まね び」
は決 してゲ ーテが扱 った特定 の素材 を模倣 した り,ゲ ーテの特定 の作 品,技
法を模倣 し継承 して い くことを意味 す るのではな く,マ ンみずか らが引用の
中 に明 らか に して いるよ うに,彼 の 「ゲーテのまねび」 はいわばゲーテ とい
う作家の創作全体 にわ たる ものであ り,言 い換 えればゲーテ とい う人 間存在
その ものの 「まね び」 を志向 しているのである。 トーマス ・マンはまさにゲー
テ的 「生」の あり方 その ものの 「足跡 を たど る」In-Spuren-Gehenこ とを
模索 し,や がて 「先人 の人生 を範 とす る」Nachahmenす る術 を修得 し,つ
いにはゲーテその人 を 「神話 的同一化」die-mythishe-ldentifikationに よっ
て 「演技」す るまでに至 るのであ る⑤。 こうした 「ゲーテのまねび」 の発展
段 階 は,当 然の ことなが ら,ト ーマス ・マ ンが いわばその生涯 をか けて追求
した結 果であ り,そ もそ も 「まね び」 をこ うした三段階 に分類 し,さ らにそ
れぞれの段 階の基本的理 念 にあた る考え方 を挙 げて,最 後 に各段階 の 「まね
び」 の実践 の方 法 ・仕方 を具体的 に明示す る構想が若 いマ ンの脳裏 にあ った
とは認 めがた い。 つ まりマ ンが1936年 の フロイ ト講演 の中 で 「ヴ ェル ター
段階」 と呼び,「 父親結合」Vaterbindungと い う呼称 をっ け,最 後 に 「足
跡を たどる」In-Spuren-Gehenと 述べ た 「ゲ ー テの まね び」 は後年 のそれ
とは違 って,い まだ素朴 な雰 囲気を湛え たもの とも考え られ るので ある。 し
か しこうした問題 は,マ ンにお ける 「ゲ ーテの まねび」 全体を姐上 に載せ る
場合 には問題 となろ うが,そ れ は別の機会に譲 るとして,こ こでは彼 の 「ヴェ
ル ター段階」 におけ る 「ゲーテの まねび」 だ けに焦点を絞 り,『 ヴェル ター』
を模倣 して 『クレーガー』 を執筆 したマ ンの胸中 に迫 ることにす る。
皿
トーマス ・マ ンはその 『ヴェル ター論』(1941年)の 中で,ゲ ー テの描 く
主人公 の青年 ヴェル ターの性格 を,「 多感で傷付 きやす く,憂 欝症 的 で情 緒
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6不安定」,「生 に対 する苦悩 と,自 分 の不完全 さに対す る悲 しい慧眼 と,彼 の
首 を.絞めあげるハ ム レッ ト的な認識 の嘔吐」(D(一648)に 満 た されて い る と
解説 して いる。 しか しこうしたマ ンの ヴェル ター とい う若者 に対 す る性格 づ
けは,ま さに自 らの短編小説 「トーニオ ・ク レーガー』 と同名 の主人 公 トー
ニオ ・ク レーガーにそ っくりそのま ま当て はめ るこ とが で きよ う。 そ して
『若 きヴェル ターの悩み』で は,主 人公 ヴェルターは活動 的 で絵 を描 く才能
に恵 まれた感情 と情熱 の権化 のよ うな芸術家肌 の青年 として描 かれて いるの
に対 して,『 ク レーガー』 では主人公 ク レーガーは,密 か に詩 作 にふ け った
り,ヴ ァイオ リンを弾 いて は遠 い海 に思 いを馳 せ るもの静 かで感 じやす い若
者 とされてい る。 つま りかたや ヴェル ターが周囲の思惑 など一切気にかけず,
心 の赴 くままに積極 的 に行動 す る情 熱家 と して描 かれてい るの に対 して,ク
レーガー は 「自分 自身 と人生 に対 す る自分の関係 とを観 察 す る」(皿 一275)
とあ るよ うに,誰 に対 して もつね に一歩 退 き,相 手 と 自分 との間 に一定 の
「距離」Abstandを 保 つので ある。 さらにまた ヴェル ター とク レーガ ー とい
う二人の主人公 の 「天職」Berufに して も,ヴ ェル ターが実生活のゲ ーテ を
反映 した公館 吏 というまさに 「実社会」 と密接 に結びついた職 につ いて いる
一方 で,ク レーガーは父親 こそ手堅 い 「市民」・「領事」 であ るとはいえ,精
神 的 には 自らが否定す る 「緑 の馬車 に乗 った ジプシー」ZigeunerimgrUnen
Wagen(m-275)に 過 ぎない。 ク レーガ ーは実社会 と は距 離 を お くボヘ ミ
アン,「 芸術家」 なのである。 そ してまた,失 恋 したヴ ェル ターが ピス トル
自殺 を遂 げ るの に対 して,自 分の原点 を訪 れ る とと もに 自己 の 「過去 」 の
「生」 を見直 し,未 来 の 「生」 への展望 を獲得 す るために 「北 国」 に赴 い た
ク レーガ ーはやがて冷静 に自己を分析 し,ミ ュ ンヒェ ンに いる リザ ベ一 夕に
宛 て,「 私が人生 と名 づける もの」G咀 一337)を 愛す る旨の手紙 を書 き送 るこ
とにな る。 「自殺」 と 「生 への決意」 とい う相反 する結 末 を見 て もわか るよ
うに,『 ヴ ェル ター』 と 『クレーガー』 の主人公 たちの 「生 き方」 は ま さに
正反 対なので ある。 この結末以上 にわれわれ の眼を引 く極 端な相違 は他 には
見 当た らな いが,そ れで もこれ ら二つの作品 の間 には,主 人公達 を取 り巻 く
自然 の描 写や その 自然が彼 らに対 して及す作用 ・効果 とい った点 において尚
多 くの相 違点が見 られ る。,その ほか作品 の形式に眼を転 じれば,『 ヴェルター』
が主 人公の 「ピス トル 自殺」 とい うセ ンセーシ ョナルな結 末を持つ 「書簡体
小説」Briefromanと な ってい るのに対 して,「 クレーガ ー』 は ゲー テの下




の 「短編小説」 は文学のこの部門に課されてきた一切の規則に対する 「やん








青年像を代表 し,象 徴 していることに変わりがない。 この両者の本質的親縁
性 は,言 うなれば血のつなが りのそれであって,二 人の外面に現れた表面的
相違やその置かれた境遇の違いをはるかに凌いでいるのである。
さて,こ こでふ たた び両 作品 にお ける相似点 ・類似 点 に話を戻す。 はた目
にはずいぶん と違 う二人 の主 人公た ちの性格 の中心核 に,互 いに共通す る数
多 くの精神 的な要素 が取 り入 れ られて いるばか りではな い。 ゲ ーテが 『ヴェ
ル ター』 の中で,主 人公 ヴェル ターの対極 に健康 的で明 るく落 ち着 いた性格
の美 しい女性 シャル ロッテを配 置 してい るよ うに,『 トーニ オ』 で は トーマ
ス ・マ ンによ って主人公 の若 いエ ロスの対象 として,小 学校 時代 は成績 優秀
で スポーツ万能 のハ ンス ・ハ ンゼ ンを,そ してで思春期 にはイ ンゲボル グ ・
ホル ムが登場 させ られ てお り,二 人 は主人公 トーニオの対極 にあ る健康 的な
「生 の世界」・「金髪 で碧 眼」 の 「生」 の代表 者 とな って いて,こ れ によ って
「ヴェル ター』 に見 られ る 「愛 の図式」 とい ったパ ター ンが 『トーニオ』 に
も同 じよ うに踏襲 され ることになる。
こう した主要 な登場 人物 たちの設定 における類似性に加えて,明 らかに トー
マス ・マ ンが 『ヴェル ター』 を意識 して いると思 われ るのが,ト ーニオが故
郷 に帰郷 す る筋立 てであ る。女 流画 家 リザベ 一夕 ・イ ワノーヴナに ミュ ンヘ
ンのア トリエで,「 あなたは道 に迷 った市民 です。」(m-305)と 最後 はあ っ
さ りと 「片付 け られて」erledigt(皿 一305)し ま った トー ニオ は,「 挫折 し
た希望 と破壊 された計 画を抱 いて」(HA4-72)S市 へ と向 か うヴェル ター
と同 じく,言 い知 れぬ苦悩 を胸 に秘 めて自分 自身 の原点 である故郷 へ と向か
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8うことにな る。 しか しなが ら,故 郷へ と向か う二人の心の中 は必ず しも同 じ
で はな く,ヴ ェル ターが 「この地上 をさす らう」「一介 の旅人 」(HA4-70)
と して 「巡礼者の あ らゆる敬度 さを持 って」(HA4-68)故 郷 に立 ち戻 った
のに対 して,認 識 の人 ・トーニオは 自分 とい う存在の再認識 をするため北 国
デ ンマークへ と向 か う旅 に出かけ,そ の旅 の途上 で故郷 の町 にあ る生家 を訪
れる こととな る。 このよ うに二人 は,申 し合 わせたよ うに 目的地 に向か う旅
の途上 「故郷」 の町を訪 れ るわ けだが,こ の 「帰 郷」Heimkehrと い うテ ー
マは,『 ヴェルター』 と 『ク レーガー』 の両作品 にお いて重要 な モメ ン トと
な ってい るだ けでな く,そ の具体的 な情況設 定 において もかな り似通 った も
の とな ってい る。 以下 で は,そ の両者の 「帰郷」の個 所を具体的 に比較 ・検
討 してみ ることにす る。
ヴェルターの 「故郷へ の巡礼」 は,故 郷 の町か ら15分 程 離 れ た と ころに
立つ一本の菩提樹 とい う形象 の叙述 か ら始 まる。 それ に対 して 『トーニオ』
の中で は,そ れは彼 の生家 の中庭 に立つ一本 の胡桃の老樹へと重 なってい く。
菩提樹 の下 で遥か彼方 を見 は るか し,外 部の未知の世界への憧 れを育んだヴェ
ルター,胡 桃 の老樹 の葉隠 れに見え る噴泉 に 自らが奏 でる ヴァイオ リンの柔
らか な音色 を織 り込 ませ,豊 かな 内面 世界 を人 知 れず温 め続 けた トーニ オ
つま りそ こに描 かれた二本 の木 は,二 人 に とってそれぞれに多感 な青春
時代 の出発点 とな り,ナ イ ーヴで傷付 きやす い芸術家気質 の原 点 とな って い
るのであ る。 この 「菩 提樹 」 と 「胡桃の老樹」 とい う形象 が双 方の作品 にお
いてそれぞれ 占め る意 味合 いを考慮 に入れっっ,今 で は市 立図書館 となった
かっての 自宅を訪 れた際 に トーニオが多感 な少年時代 を過 ご した自分 の部屋
に足 をふみ いれ た時の叙述 を想起す るな らば,こ の 「木」 という形象 がヴ ェ
ルターと トーニオとの間 に存在す る深 い相関関係 を示唆 して いる ことがわか
る。 次の引用が示す よ うに,「 胡 桃の老樹」 と トーニオ=ト ーマ ス ・マ ンの
作家 と して の原点 は,紛 れ もな くけヴ ェル ター と重な って いるのであ る。
「あす この壁 には彼の机が据えて あった。 そ の抽 出 しに は,彼
の最初 の,切 実 な頼 りない詩句 が しま ってあ った。 …胡桃 の老
樹。 …突 き刺 すよ うな憂 欝が彼を襲 った。」(vm-313以 下)
さ らに ヴェル ター と トーニ オの二人が,そ れぞれに故郷 の町に入 って い く
さいに も 「市 の門」 という共通の通過点を通 るだけではな く,ト ーニオはヴェ
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9ル ターが したよ うに,目 的の場所 トーニオの場合 には宿 泊先 の ホテルで
あるが まで懐 か しい道 を徒歩 でたど ることにな る。『ヴェル ター』 で は
故郷へ の帰郷 に際 して,ヴ ェル ターは次 のよ うに言 う。
「あす ここを発つ。 六マイル ほど寄 り道す る とぼ くの生 れ故郷
の町 に行 けるか ら,そ こに も立 ち寄 ってみよ うと思 う。 そ こで
う っと りと夢見 ごこちで過 ごした昔 の 日々を思 い出 してみたい。
父が死ん だあと,母 は この親 しみ深 い町 を去 り,耐 えが たい都
会生活 を余儀 な くされることにな った。 そのとき幼 いぼ くを連,
れて母が出 て行 ったその町の門を,今 ぼ くが くぐって入 って行 っ
てみた い。」[HAIV-68]
そ して5月9日 の手紙 には,こ う した認 め られて いる。
「巡礼者 のよ うな敬度 な気持 ちで故郷 の町 の訪問 をす ませた。
いろいろ思 いが けない感慨 に誘われ た。町 の手前S… …の方 向'
へ15分 ばか りの地点 に大 きな菩提樹 が立 って い る。 そ こで馬
車 を とめ させて,ぼ くは降 り,馬 車 は先 に行かせた。 …… さて
いよいよその菩提樹 の下 に立 った。子供 の ころ,こ の木 が散歩
の 目標 であ り終点 にな っていた。 それが今 はなん と違 ってい る
ことか。 ……そのほか昔 の様子 を変 えてい るところ はみんない
まわ しか った。 町の門か ら中へ入 った ら,ま た昔 の気分 にな っ
た。」[BAI-74以 下]
そ して 「町 のまん なかに宿 を きめおいた」 ヴェル ターは,目 的の宿 に向か っ
て歩 みを進 めて行 き,そ の道す が ら多 くの追憶 に浸 りなが ら,か っ てのお気
に入 りの 「散歩 の コース」 である川沿 いに下 って行 くのである。
他方 『トーニオ』で は,卜 一ニオはヴェルターが馬車か ら降 りて歩 いて15
分ばか りの 「町の まん なか に宿 をきめて おいた」 のと同 じく,や は り列車 の
駅か ら15分 ぐらいはなれた小 高い町の中心部 にあ るホテルを宿泊先 と定 め,




「構外 には,高 さも幅 も馬鹿 に大 きな,黒 塗 り二 頭立 ての,こ
の町 の辻馬車 が昔 そのままにず らりと並 んでいる。彼 はそのど
れを も雇 お うとせ ず,ち らりと眺 めただけだった。 ……彼 は間
断 な く吹 いて くる湿 った風 の圧迫 を面 に受 けなが ら,車 に も乗
らず,ゆ っくりと,欄 干 に神 々の像 が立 っている橋 を渡 って,
しば らく川沿 いを歩 いて行 った。」[V皿一307]
ヴェル ターと同 じく,少 年 の頃ハ ンスと ともに歩 いた川沿 いの道 を トーニオ
は辿 って行 く。 そ してその次 の 日,ト ーニオは心 の中で 「行 く先 は どこなの
か?」Wohinginger?と三度 自問 してか ら 「家へ返 るのだ」 と決 断 を下
す と,そ の後 「ホルステ ン塔」 を出て散歩 を し,や がて 「あの古 いホル ステ
ン塔」 を再 び くぐって川岸沿 いに歩 いてか ら,急 勾配 の風の強い小路 を上が っ
て,「 彼 の両親の家」へ と向か うことになる。Gm-308以 下)
そ して このよ うな二人 の主人公達 の性格 づけや,こ れか らの生 き方 に苦 し
み故郷 を訪 れ るモチー フ,さ らには 『トーニ オ』 の随所 にち りば め られた
『ヴェルター』 を想起 させ るか のよ うな描写 の数 々は,『 トーニオ』 の作者 と
して トーマス ・マ ンが 『ヴェル ター』 を,否,ゲ ーテ とい う作 家その ものを
強 く意識 していた証左 と言 えよ う。事実,マ ンが 『ヴェル ター』 の模 倣を意
識 的 に行 っていた ことを窺 わせ るのが,『 トーニオ』 の第5章 にお け る主 人
公 トーニオ と女 流画 家 リザベ一 夕 ・イ ワノー ヴナ との短 いなが らも意 味深長
な会話 であ る。
ミュンヘ ンの リザベ一 夕のア トリエでの対話 の後,ト ーニオ は秋 に向か う
頃デ ンマー クへ と旅立 っ ことにな る。 彼 は出発を直前 にひかえて リザベ 一夕
を訪 ね,別 れの挨拶 をす る。 その際 トー ニオ は,別 れの挨拶 の最 後 に,リ ザ
ベ一 夕に次 のよ うに尋ね られ る。
「どん なふ うにい らしゃるの,ト ーニオさん,教 え て くだ さ い
な。 ど うい うコースをお とりにな るの」
「普通 の道順です よ」と,ト ーニオ はち ょっと肩 をす くめた もの
の 目に見 えて赤 くな った。 「実 はあの 私の 出発点 にち ょい
と立 ち寄 ります,リ ザベ 一夕さん。 そ うだ,あ れか ら13年 た
ちます。 ち ょっとおか しな気持 ちがす ることで しょう」
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彼女 は微笑 した。 「そ こよ,伺 いたか ったの は,ト ーニ オ ・ク
レーガー さん。 じゃ道 中 ご無事で。お便 りお忘れな くね,よ くっ
て……」[V皿一306以 下]
はた目には他愛 な く見 え る質 問に も拘 らず,ど う して トーニオは 「目に見
えて赤 くな った」 りしたのであ ろうか?ま た,ど ういう理由か ら作者 トー
マス ・マ ンは リザベー タに このよ うな質 問を させ たので あろうか?さ らに
また,何 故 に リザベ一 夕は トーニオの返答 を受 けて 「そ こよ,伺 いたか った
のは,ト ーニオ ・クレーガー さん」 と強調 して いるのであ ろうか?そ して
何 よ りも我 々の眼 を引 くの は,こ の トーニオ と リザベ ータとの短 いなが らも
じつ に意味深長 な 「会話」 を,何 故 に作者 マ ンは全体で9章 か らな るこの短
編小説 のち ょうど節 目 とな る第5章 に置 いて いるのであ ろうか?他 の章 と
比較 して不 自然 なほどに短 いわずか2ペ ー ジか らな るこの章が,ど う して作
品全体 の転回点的 な位置 を占めてい るのであ ろうか?
こうした素朴 な疑問が次 々に沸 いて来 るの は,し ご く当然 と言 え よう。 そ
して そ うした疑問 を解 く鍵 は,や は り 「実 はあの 私 の出発点 に ちょいと
立 ち寄 ります」 と返答 に窮 して言 い淀 み,顔 を赤 らめ る トーニオの姿 にあ る
よ うに思 われ るのである。 つま りこの短 い会話 の内に は,後 に トーマ ス ・マ
ンが先 の講演 『フ ロイ トと未来』 の中で言及 して いるあの 「微笑 す る意識」
daslachelndBewuBte(D(一499)が,すでに この時期 において 彼 の意識 の
中で覚醒 しっっ あ ったよ うに思 われ るか らであ る。換言 すれば,こ の董 らい
を含ん だ トーニオの 「赤面」 には,ゲ ーテの 「ヴェル ター』 を密 かに模倣 す
る作者 トーマス ・マ ン自身 の差恥心 の入 り交 じった複雑 な心境 が 「微笑 す る
意識」 となって,リ ザベー タとい う格好 な媒体 の手 引 きを借 りて,象 徴 的に
作品中 に反映 されて いると考 えることが できよう。 さらにまた,こ うしたゲー
テとの密接 な結 びつ きを念頭 に入れっっ,ト ーニオが今で は市立図書館 となっ
て いるかって の自宅を訪れ る場面 を眺 め返 してみ ると,ト ーニオがそ こで見
せ る一見何気 ない所作の ひとつ ひとつ に も,作 者 トーマス ・マ ン自身 の 「微
笑す る意識」 の存在を感 じ取 ることがで きるよ うに思 われ るのであ る。
かっての 自分の部屋の中 で トーニオは,そ こは少年 であ った トーニオ
が密か に詩を書 いたり,青 春の多感 な魂 を育 ん だ り した彼 の部 屋 で あ った
が 部屋の壁 に沿 って ゆ っくり歩 いて行 き,や がて最後 に 「一巻 の書物」





あの 「胡桃の老樹」・は 「もの憂げに風にきしみ,ざ わざわ音を立てて,も と
の場所に立 っていた」のである。やがて トーニオは手に持 った書物の上に目
を落 とす。その箇所は次のように叙述 されている。
「彼 のよ く知 りぬいた傑作で ある。彼 は しば らく黒 い行 と数節
とを 目で追 って,創 造的情熱 の うちに,或 る山,効 果 へ とたか
ま り,そ れか ら見事 に結末 へ と進 んで行 く叙述 の精妙 な流 れに
身 をゆだねた……」[四 一314]
そ してその箇所 を読 み終 えた トーニオは,「 いや実 に大 した もの だ」 と眩 い
てその本 を もとの場所 に戻 すが,今 や自 ら作家 としての地歩揺 るぎな いもの
としっっあ った トーニ オを して讃嘆 の眩 きとともにペー ジを閉 じさせた この
「文学作 品」Dichtwerkは,そ の直前 に彼の口か ら洩 れた 「胡桃 の老樹」 と
い う声 な き叫び と一体 にな った時,こ れがゲーテの 「ヴェル ター』 を暗示 し
てい るのではないか という連想 をわれわれの心 の うちににか き立 て るのであ
る(7)。
IV
これまでわれわれは 「ヴェル ター』 との関連性 が ことのほか顕著 な部 分に
照 明を当てて 『ク レーガー』 とい う作品 を見てきたが,以 下ではさ らに,ゲ ー
テ とい う名 こそやは り直接 には挙 げ られ ることはないが,そ れで もその存在
を強 く意識 させる場面 を検証す ることにす る。 それは この物語 の中核 をなす
第4章 にお けるロシア出身の女流画家 リザベ 一夕 ・イ ワノーヴナとの 「対話」
の場面 であ る。
ところは ミュンヘ ン,シ ェ リング街 の裏家 の,何 階か階段 を上 が った りザ
ベー タの部屋 であ る。鳥 のさえず りが聞 こえ,北 向きの窓 か らは陽光 に溢 れ
た青空 を眺 め ることので きる広 いア トリエを一杯 に満 た した 「定着液 と油絵
の具 の匂 い」 が,窓 の開いたと ころが ら流 れい る 「春 の若 々 しい息吹」 と混
ざ り合 ってい る。春 の息吹 と芸術 の香 りに包 まれて,ト ーニオの一方 的 とも
言 える饒舌 と,そ れに鮮 やかに対応 する リザベータの短 い言葉 によ って対話
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は繰 り広げ られて いく。 そ こに は町の ざわめ きも届かず,人 々のせわ しない
動 きもな く,た だひたす らに トーニオ ・ク レーガーの,す なわ ち トーマ ス ・
マ ン自身の 自問 自答す る精神だ けが息づ いて いる。(皿 一292以 下)こ う した
作 品の展開 は,そ もそ も トーマ ス ・マ ンが この作品を 『文学』 とう表題の も
とに構想 して いた事実 と,深 く関 わ ってい るの であ ろ う(8)。そ のた めか,
『ク レーガー』執筆時代の マ ン自身 の創作 に対す る苦渋 に満 ちた立場 が,鋭
く掘 り下 げ られてい く。 まず提 出 され る問題 は トー ニオ を苦 しめ てや まぬ
「紛糾 と矛盾」KonfliktundGegensatz(VID-293)であ る。彼 は リザベ 一 夕
のア トリエに来 て も,家 で仕事 を してい る時 と同 じよ うに,ま た して もこの
「紛糾 と矛盾」 を嗅 ぎ付 けて しまう。 トーニオは次の よ うに リザ ベ ー タに言
う。
「ここで も私 は紛糾 と矛盾 にお 目にかか るわけだ。… … うちで私
を苦 しめたのと同 じやつ だ。奇妙 ですよ,或 る考 えにと らわれ
て いると,ど こ行 こ うと,そ いつにぶつ か って しま う。 いや風
の中 にさえ,そ いつを嗅 ぎつ ける。定着液 と春 の香 り,そ うで
しょう。 芸術 と さあ,も う一つ はなんで しょう。『自然1?
そ うじやありません よ,リ ザベ一 夕さん,「 自然 』 じゃ不十 分
だ。」[四 一294]
このよ うに語 る トーニオの言葉 は,い ったい何 を言お うと して いるので あろ
うか?ト ーニオは,い ったい この 「芸術」 と何 を 「と,und」 という接 続
詞 で一 つに結 びつけよ うとい うのであ ろうか?
トーニオが 「芸術」 と結 びつけ るに は不十分 だ と言 った 「自然」 は,つ ま
り 「と,und」 とい う接続詞 で一 つ に結 ばれ た 「芸 術 と自然」Kunstund
Naturこ そ は,別 言 すれば,「 芸術」 と 「自然」 とを 「と」 とい う並列 の接
続詞 によ って一 つに融和(Harmonisieren)さ せ ることこそ は,作 家 ・芸 術
家 と しての若 きゲーテが 「ヴ ェル ター』執筆時代に直面 していたテーマであっ
たことを トーニオのその言葉 はわれわれに想 い起 こさせ るのであ る。 そ して
写生 に出か けて,何 一っ勝手 な ものをっけ加えたりしないのに,よ くまとまっ




「こう してみ ると,1こ れか らは もっぱ ら自然 に没 入 しよ うとい
うぼ くあ計画 の正 しさが実証 された ことになる。 自然 はそれだ
けで きわま りな く豊 かであ り,自 然はそれだけで偉大 な芸術家
とな る。」「HAH-12]
そ して 『芸術家 の夕 べの歌』KUnstlersAbendlied(1774年)の中 では,
おのれの創 造力に大 い なる活力を与えて くれ る 「自然」 に対 してゲ ーテは,
「自然 よ,ぼ くはどれだけおまえに憧 れてい ることか」 と呼 びかけ,「 自然」









どれだけぼ くはおまえに,自 然 よ,憧 れている ことか,
誠 を尽 くす,愛 しいおまえを感 じたい!
おまえはぼ くのために,陽 気 な噴泉 とな って,





さ らには1772年 か ら1775年 にか けてゲ ーテが仕上 げた一連 の芸術家詩 の
中に も,若 きゲー テが いか に 「自然」 という もの に傾倒 し,「 自然」 を創作
♪ の泉 と見な していたか を 『その道 の専 門家 と芸 術家』KennerundKUnstler
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よ くで きた!素 晴 らしい,あ なた!で も,
左の方が
右の方の ようには完全 ではないよ うだ.
ここのところは ち ょっと筆 に力が ない し
それ にそこは ち ょっと筆 づか いが のびて しまって いる.
ここは筆が少 しばか り震 えてる..
それか ら口元 だけど
自然 とはとて も言 えない,
まだ,ど こをと って も,生 命 に欠 けている!
芸術家









ぼくが 愛 しい女性の傍 らで,
動物のように出来ること,そ してなさずにはいられぬことを.
その道 の専門家
あそこを じっと見 て ごらん.
芸術家
そ うい うことか!
こ う し た ゲ ー テ の 「自 然Natur」 に対 して,ト ー ニ オ は,す な わ ち トー
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マス ・マ ンは先 の引用 にあ るよ うに 「「自然』で は不十分 だ」 と言 って,「 生
Leben」 とい う言葉 を言外 に匂わせ る。「生身 の人間 と して生 き,一 個 の人
間で あった。一個 の市民」 であると同時 に偉大 な 「作家」 で もあ りえたゲー
テには(D(一335),「 自然 の源泉か ら汲み取 って」「神 の ご とき感 性 と,人 間
の手 をもって造 り出す」 ことが できたのだが,一 定 の距離 をとって しか 「生」
に接す ることので きないマ ンにとっては,「 自然」 で はな くま さに 「生」 そ
の ものが問題 となって くる。 こ うした事情か ら,ハ ンス ・ヴィス リンク の
指摘 を まつ まで もな く,ト ー マス ・マ ンの描 く世 界 に お いて は,「 自然
Natur」 はほとん ど書 き割 りと しての役割 を果 たす こと もなげれ ば,ゲ ー テ
の 『ヴェル ター』 にお けるように,精 神的 にせ よ疲れ果て た主人公 の心 を和
ませ,平 安 を もた らす欠 くべか らざ る重要 な存在 と して描 き出 され ることも
ないのであ る。 ともあれ,こ の時期の トーマ ス ・マ ンにとって は,ゲ ーテに
とっては 自明の ことであ った 「生Leben」 と 「芸 術Kunst」 との宥 和 を い
かに無理 のな い形で実現 させ るか とい うことが,主 要 な テーマ とな って いた
のである。
そ して 「自然」 の描 き方 に顕著 に見 られ るよ うに,ト ーマス ・マ ンはゲー
テとは芸術家 としての天性 ・資質 においては っきりと相違 して いるだけでな
く,マ ン自身 その相違 を明確 に認識 している。 そ うしたマ ンの 自己認識 は,
トーニオが リザベー タに言 った次 の言葉 に も窺 うことがで きる。
「『天職』 は願 い下 げです,リ ザベ一 夕 ・イ ワノー ヴナさん。一
体 この文学 とい うものは天職 ではあ りません。 呪 いです よ。」
[四一297]
す ぐれた作品 というもの は,た だ苦 しい生活の圧迫 の下 においてのみ生 まれ
うるということ,「 生 きる人間」 は 「労作 す る人間」 ではない とい うことや,
創 造す る者 になりきるた めには死んで いな ければな らぬ ということを認識 し
て いるマ ンにとって(皿 一291以 下),文 学 は 「呪い」 以外の何物で もな い。
それ故 に こそマ ンは,文 学 が 「呪 い」 と して しか感 じられぬ限 りは,作 家で
あ るとい う 「みずか らの天職 を,他 で もな くかよ うな天 職の幸せ」を 「大 い
に称 えた作家」 ゲーテ(D(一337)と は 自分 が遠 くへだ った ところにいること
を認識 せざ るを得 ない。 その認識 と同時に,マ ンの精神 は自分 の対極 に悠然
と嘗 え立つ 「りこうで,生 きる術,創 造 す る術 を心得 てい る。 自己を虐待 し
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ない。 自分を充分 に労 って いる」(四 一372)ゲ ー テの姿 を,す で に この時期
に見据えて いるのであ る。
V
「生」 と 「芸術」 とを融合 させて生 きるゲ ーテの偉大 さを容 認 しなが らも,
そのゲーテに対 して,芸 術家 として,人 間 としての自己の存在 を主張 しよう
とす る若 いマ ンの気持 ちは,リ ザベー タとの対話 の中 で も,実 社会 にお いて
実際 的に生 きる人 間が芸術家 であ ることの滑稽 な一例,詩 を作 る少尉 の例を
挙 げてい ることの うちに も強 くに じみ出てい る(四 一304)。 そ して さ らにマ
ンは,芸 術家 が実 際的な 「生」 を送 ることの困難 さを強調 し,「 自分 自身 の
生命 を代償 とす ることな く,芸 術の月桂 か らはただの一葉 も摘 み取 って はな
らな い」(四 一305)と い う結論 を導 き出す ことになる。
このよ うな第4章 におけ る トーニオ と リザベ一夕とのや りとりを,若 き トー
マス ・マ ンのゲー テに対す る一方的 な相克 とい う観点 か ら眺あてみ ると,二
人の対話の中で論 議 されて いる 「春Fr負hling」 ・の概 念 に も,じ つ は重要 な
ニュア ンスが込め られて いることに気付 く。「春 」が呼 び起 こす思 い 出や感
情の やさ しい平凡 さに心 を混乱 させ られ た トーニオは,リ ザベ一 夕に対 し次
のよ うに言 う。
「春 は仕事 がや りに くい,こ れ は確かだ,で は なぜ なん で しょ
う。感ず るか らです よ。 それか ら,創 造 する人間 は感 じて もい
いなん て思 い込 んでいる奴 は大馬鹿者 だか らです。」[冊 一295]
そ して トーニオは,さ らに次 のよ うに言 う。
「リザベ 一夕さん,感 情 って代物 は,暖 か い心の こもった感情 っ
てやつ は,い つ だ つて平凡 で使 い ものにな らない。 ……芸術 家
は,人 間にな って感 じ始 め ると,も うお しまいです」[皿 一296]
そ して この くだ りは,孤 独 な ヴェル ターが小 さな田舎 町で若 やいだ春 の季節
を胸 い っぱいに感 じとり,春 の息吹 に包 まれて いることの幸福 感を胸 いっぱ




「友 よ,ぼ くは幸せ だ。 ただ,お ちついた生活感情にひたりきっ
ているので,芸 術 の ほうはどうもうま くいかな い。 今の ような
状態 ではスケ ッチ もで きない。線一本 引 くこともで きそ うにな
い。 それなのに,ぼ くはかって今 ほど偉大 な画家だ った ことは
ないのだ。」[HAVI-9]
この言葉 に明 らか なよ うに,ヴ ェル ター もやは り 「春」 に圧倒 されて しま
い 「仕事=創 作」がで きない青年 と して描か れてい る。 そ して この点 におい
て,は か らず も トーニオとヴェルターとい う二人 の人物が一つ に重 な り合 う
ことにな る。 それ と同時 に,こ の二人の若者の対極 にゲーテの姿が,春 にあ っ
て も,否,ま さに春 という季節 にあの 『若 きヴェルターの悩み』 をわずか四
週 間で書 き上 げたゲー テその人の姿が,悠 然 と浮か び上が ってくるのである。
生命力 に溢 れ,光 輝燦然 た る圧倒 的な 「春」 のイメージは,そ の生涯 に渡 っ
て枯 れる ことな くコンコンと湧 き出 る泉の ごとくに創作活動を維持 し得 たゲー
テその人 と重 な り合 うのであ る。
言及 するまで もな く,「 トーニオ ・ク レーガー』執筆時代の若 い トーマス ・
マ ンには後年 のよ うなゲーテに対 す る深 い理解 はな く,た だただその眩 しい
までの光輝 に包 まれ た姿 を拝 み見 ては,圧 倒 され るだ けで あ った。 そ して
66歳 にな って もなお,「 この心 のみ老 いを知 らず,春 の花の若 きにふ くらむ」
(HAH-74;参 照Th,MannD(一75)と『西東詩集』West-6stlichenDivan













「敵 ど もは,や つ らはお前 を脅か す,
それが 日ごとに増 してい く,
ど うしてお前 はす こしも恐 が らないのだ。」
その一切 を私 は身 じろぎ一 つせずに眺めてる,
奴等 がひ っぱ りまわす蛇 の皮 は,
私 が先 日脱 ぎ捨 てた もの.
そ してっ ぎの皮が じゅうぶん熟すれば,
私 は即座 にそれを脱 ぎ捨て る.
そ して さわやか な神 々の王国 を,
新 たな生 を得て さっそうと歩 むのだ.
このよ うに豪語 して揮 らぬゲーテの圧倒的な若さを前に して,若 い トーマス ・
マ ンは,た だただた じろぎ,身 をちぢめる他 ないので ある。(参 照D(一348)
こうした事情 か ら,「 春」 という概 念 はマ ンにとって は,た ん に季 節 と して
の自然 の 「春」 を意味 す るだけではな く,「 誠実で健 全 で尋常 な人 間 の純真
さ」 その ものを も象徴 す ることにな る。 さらに この「春」とい う概念 は,「 蛇」
が皮 を脱 ぎ捨 て ることか らメタモル フォーゼの理念へ と転化 す る。 そ してそ
こか ら,「 春」 の ごと くに新 たな「生」 を獲得 し,豊 かな創造力 をふたた び回
復す る,「 生」 の高みにあ って芸術 家 として君 臨 す る「神 々 の寵児 」G6tter-
lieblingた るゲ ーテその人を まで指す ように までな る(9)。この ことを暗示 す
るかの ように トーニオは,リ ザ ベ一夕に対 して 「私 は春 に恥 じる,春 の純真
な 自然 さに,春 の圧倒的な若々 しさに赤面す る」(四 一295)と 語 るが,こ の
言葉 を 「春」,「 自然」,「神 々の寵児」ゲ ーテという連 関の内 につな ぎあわせ
てみ ると,ト ーニオの 「差恥」・「赤面」 の原因 は偉大 な作家ゲ ーテに対す る
若 い作者 トーマス ・マ ン自身の はにかむよ うに眩 しげな眼差 しに起因 してい
るよ うにさえ思 われて くるので ある。
これまでわれわれは,作 家 トーニオ ・クレーガーの,否,ト ーマ ス ・マ ン
自身 の芸術家 と しての見解 を 「ヴェル ター』 と結 びつ けなが らさまざまな角
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度か ら検討 してきたが,そ うした見 解 の大 半 はすで に述 べて きた よ うに,
『トーニオ ・ク レー ガー』 の中心 とな る第4章 にお いて,女 流 画家 リザ ベー
タ ・イワノーヴナとの会話 の中で明 らか にされていた ものである。彼女 リザ
ベ ータは,ペ 一夕ー ・ピュ ッツ の言葉 を借 りれば,「 物語全体の構想 の中で,
一 種の触媒の ような役割 を果 たす」⑩ 存在,つ ま り一種 の 「狂言 回 し」 と し
ての役割を演 じて いることになる。 そのさい注 目すべ きは,彼 女が 「芸術家」
の グル ープに入 るとはいえ,マ ンの他 の多 くの作 品 とは違 って,「 作 家」・
「詩人」 として構想 されてい るので はな く 「画家 」Malerinに 配 されて いる
点 であ る。何故 な らば,我 々 は 『ヴェル ター』の時代 にゲ ーテが,「 画 家」
こそが 「神」Gottと 「自然」Naturと 結 びつ く 「芸術 家」で あると考 えて
いて,そ うした立場 を 『ヴェル ター』 の中に反映させたり,当 時執筆中であっ
た一連 の芸術家詩KUnstlergedichteの 中に もはっきりと謳 い上 げて い るか
らであ る。[BAI-387以 下,888以 下]そ して それ ら 「芸 術家 詩」 の巻 頭




造 り出すのだ,芸 術家 よ!語 って はな らぬ!
お まえのつ く吐息だ けが お まえの詩 となるのだ.
『ヴェルター』執筆当時のゲーテは,驚 くほどに多彩 な創作 ・執筆活動 に
従事 しながら,芸 術家 としての己のあり方を懸命になって模索 していたと言




「理論」 と 「詩作」 とを 「一つのもの」として実現させようと心血 を注いで
いた事実が,若 き トーマス ・マンにとって大 きな刺激となったことは推測に
難 くない。そ してゲーテの足跡を辿る者として,彼 も若きゲーテと同じく,
自分独自の 「文学」,自 分独 自の 「芸術理論」 を打 ち立 ててよう,そ して
「理論」 と 「創作」 とをやはり 「一つのもの」 として実践 しようと目論んで
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いたで あろ うこと もやは り想像 に難 くないのであ るQそ してマ ンのそ う した
姿勢 は,先 に 『トーニオ ・クレーガー』 の第4章 に於 ける クレーガー と リザ
ベ一 夕の 「対話」 に関連 して触 れたよ うに,『 ク レーガー』 とい う作 品 が当
初 『文学』 とい う表題 の もとに構 想 されていた事実 と符 合す るのであ る。 た
だマ ンはおのれの 「文学理論 」を理論 的著作 と して集約 的1に表明す るので は
な く,こ の 「典型 的な青 春の書」(測 一145)の 憂璽で感傷 的な雰 囲気 の中 に
巧 みに溶け込 ませてい る,と 考え ることがで きるであ ろう。
ところで,ト ーマス ・マ ンが 「父親結合」Vaterbindungに よって ゲ ーテ
の 「足跡 をたどる」In-Spuren・Gehenこ とを計画 して 「ヴ ェル ター段 階」
Werther-Stufeを 開始 した当初か ら その時期 は 「トーニオ ・クレーガー』
の構想が生 まれた時期 とす ると,1898年 ごろと考え られ る(is)一,先 に触
れた フロイ ト講演 の中 の発言 のよ うに,き ちん と年代 をお って分類 された段
階 とい う構想 を抱 いていた とは考 えがたい。 本格 的 に創 作 を開始 した1890
年代半ば以降 において も トーマス ・マ ンはやは り,創 作開始の頃 と変わ らず,
ひたす ら 「手本」 たるゲーテの作 品や著作 に読 みふけ り,さ らに はゲ ーテの
文体研究 などを通 して 「手本」 た るゲーテの 「作 品」 を模倣 す るための習作
に励 んでいたであろ うことは想像 に難 くない。そ してマンを 「存在の ピラ ミッ
ド」 の象徴 た るゲーテへ と導 いて い くことにな るのは,彼 の精 神的芸術的教
養の基盤 とな つって いる 「永遠 に結 ば れた精神 の三 連 星」einDreigestirn
ewigverwundenerGeister(皿一72,79)た る 「シ ョー ペ ンハ ウア ー,ニ ー
チ ェ,ワ ーグナー」Schopenhauer,NietzscheundWagnerのうちの一 人,
ニーチ ェであ った。 マ ンはニーチェという主知主義的 フィルターを通 してゲー
テに関す る知識 の多 くを獲得 し,そ こで得 られ た知識 の多 くはやがて マ ン自
身 が抱 く芸術 上の師表ゲ ーテとい うイメージと重 なり合 って,新 しいゲーテ
像を彼の内部 に築 きあ げて い くことになる。 いずれ にせ よ,先 に も言及 した
ように,自 作の中 にゲ ーテの作品 か'らの引用 を潜 ませ たり,そ の存在 を暗示
す るような個所を 自作 に織 り込 んだ りしていた時代の マ ンにと って,極 端 な
はな し,「 偉大 な芸術 家 ・ゲーテ」 は仰 ぎ見 ることさえ許 されぬ存在で あ り,
その光輝 ゆえ に彼 の眼 を幻惑す ることはあ って も決 して優 しく微笑 みか けて
くれ ることなどなか ったと思 われ る。 まさにゲーテは 「詩聖」 で あ り,「 幸
運 と功績」GIUckundVerdienst(IX-69,X-559)に恵 まれた 「神々の寵児」
G6tterlieblingに ほか な らなか った。 したが って,マ ンがその 「手本」 に据
え,「 父親結合」 の対象 と見 な して 「子供 らしい」kindlich「 素 直 な」naiv
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気持 ちで ひたす ら 「父親代用像」 たるゲーテの 「足跡 をた どる」 ヒとを 目指
した当時,彼,マ ンの心中 にはあ ったのはゲーテに対 す る 「畏敬 の念」・「畏
怖の念」Ehrfurchtで あ った といえ る。 そ して こう した感情の もとに行わ れ
る 「父親結合」Vaterbindungは,ま さにこの 「父親結合」 とい う言葉 の ポ
ジテ ィーフな側面,す なわち 「手本」 で あ るゲー テ とお な じ詩人Dichterと
して 「畏敬 の念」を持 って結 びつ いて いこうとす る姿勢 を意味 して いる。 し
か しなが らこの 「父親結合」 という言 葉 には,「 トーニオ ・ク レーガ ー』 の
完成以 降には,こ れ とは違 うネガテ ィー フな意 味合 い も含 まれて いるよ うに
思 われ る。 この ことに関連 して興 味 深 い発言 が1932年 の講 演,「 市 民時 代
の代表 者 と して の ゲ ー テ』GoethealsReprasentantdesb廿rgerlichen
Zeitaltersの なかにみ られ る。
この講演 において トーマス ・マ ンは,彼 がむか し 「フラ ンクフル トの ヒル
シュグ ラーベ ンにあるゲーテの両親 の家 の中」(D(一297)を 歩 き まわ った時
に心 の中でな にかゲー テにたいす る 「わだか ま りが とけ る」sich-L6senの
を感 じた ことを報告 している。 ゲーテの生家 に足 を一歩踏 み入れ る直前 まで
心 の中 にあって長 い ことマ ンを苦 しめていた大 きな矛盾 「自分 も画家だ」
Anch'iosonopittore(IX-298)というよ うな「子供 らしく,誇 らしい結 びつ
きの気持 ち」か らだけでゲ ーテに対 して抱 く「親愛 の情 」Vertrautheitと,
「詩人 とい う形姿 を とった この偉大 な人 間 の姿」dieFigurdiesesgroBen
MenscheninDichtergestalt(D(一298)とに対す る[畏 怖 の念]Ehrfurcht
との矛 盾 が解 きほぐれて,ゲ ーテ に対す る 「微笑 む愛」lachelndeLiebe
に変 わ った という。 この 「微笑む愛」 とはすで に明 らか なよ うに,「 市民 性
か ら出て精 神的な ものへ と伸 び育 って い った ドイ ツ的 な もの すべ て」(D(一
298)と 同 じく,自 分 もまた明 らか にゲ ーテ と 「素 姓」Herkunftを 同 じ く
す るとい う,ト ーマ ス ・マ ンの誇 りやかな認識 と同根 の ものであ る。 そ して
マ ンが このよ うな認識 に到達 しうるためには,繰 り返 しにな るが,お のれの
生 の意義 を根底 か ら問い直 さねばな らなか った1914年 か ら1918年 にかけて
の 「ガ レー船」Galeereの 時代,「 生 涯で最 も苦 しい数年間」(測 一9)に お け
る自己基盤 の再点検 とい う血 のに じむよ うな辛 い作業 が必要 であ った。
そ して 「おのれの基盤 を揺すぶ られ,お のれ の生 の尊厳 を脅 か され,疑 問
視 され た芸術家気質」 を 「あ らゆる基盤 にお いて再吟味」 し,「 芸 術家 気質
の 自己探 究 と自己主張 」(湿 一12)を す るため に 『非 政治 的人 間 の考察 』
BetrachtungeneinesUnpolitischenを執筆 していた時代 に,ト ーマ ス ・マ
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ンのゲーテに対 す る感情 に は大 きな変化 が生 じる。 マ ンはあ くまで も「19世
紀 の子」 を標榜 し,「 作家 と しての 自分 は,本 来19世 紀 の ドイ ツ市民 的な物
語芸術,ア ー ダルベル ト・シュテ ィフターか ら最後 の フォンターネにいた る
物語芸術 の……後 高であ ると感 じて いる」(湿 一21)。 そう したマ ンが,フ ラ
ンス革命後 の新 しい時代 の到来 にいかに適応すべ きか とい う問題 に思 い悩む
ゲー テの姿 に,同 じく第一 次世 界大戦 の勃発 によって決定 的 とな った 「ドイ
ツ市 民社 会」 の崩壊 と,そ れ に伴 う新時代の到来 とにやは り同 じように戸惑
う自分の姿を重 ね合わせ るめで ある。そ して あのゲーテで さえ も苦 しん でい
たという事実を知 って,マ ンは心が慰あ られ る思 いがす ると同時 に新 しい時
・代 に立 ち向か う勇気を与え られ ることとな ったのであ る。
「ガ レー船」 の時代 を経 た1921年,ト ーマス ・マ ンはその生涯 において初
めて,そ れ も誰の眼 に も明 らか なか たちでゲーテに対す る 「信仰告 白」 を行
うこととなる。 それが,や がて 『魔 の 山』DerZauberberg1924年の下敷
きとなる講演 『ゲーテ と トルス トイ』GoetheundTolstoiで ある。 この 時,
マ ンの内面 においてはあの 「わ だか ま りが溶 け る」Sich-16sen現 象 がす で
に兆 していた もの と思 われ る。 こうした事情 か ら推 して,「 微 笑 す る愛」 を
獲得 する以前 にマ ンが抱 いていたあの 「畏敬 の念」 こそが 「ヴェルター段階」
におけるマ ンの「父親結合」を特徴 づけ る要素 であ った と考 え られ る。 そ して
ゲーテに寄 せ るマ ンの 「畏敬 の念」 には,の ちに 『市民時代 の代表者 と して
のゲーテ』 の中で言及 され ることとな る 「親愛 の情」 など,い まだ入 り込む
余地 などないのであ る。 そのため若 い トーマ ス ・マ ンはゲーテ との 「父 親結
合」 によ って,と きとす ると 「詩人 とい う姿 を と った偉 大 な人 間」grocer
MenschinDichtergestaltゲーテ によ る呪縛 を 自分 が感 じるよ うにな って
いること,そ して またおのれのゲ ーテに対す る 「畏敬 の念」 の どこかに はそ
う したゲ ーテの束 縛か ら解 放 されて 自由 にな りたい とい う衝動 が同時 に含 ま
れて いることを,敏 感 に感 じとって いた はずで ある。
「畏怖 の念」 は 「親愛 の情」 とは矛盾 す るものと トーマ ス ・マ ンが先 の講
演 『市民 時代の代 表者 と してのゲ ーテ』 の中で語 って いる以上,『 トーニオ ・
ク レーガー』 の中の言 葉を借 りるならば 「紛糾 と矛盾」 で あった以上,そ の
「畏怖 の念」 は トーマ ス ・マ ンを「拘束 」Bindungし,「 呪縛 」Vをrbannen
す るもので あったことを示唆す る。それ故,こ の 「父親結合」Vaterbindung
という言葉 は,ト ーマス ・マ ンにあって は,子 供 ら しく素 朴 な感情 を持 って
「父親 代用像」 たるゲ ーテと 「結合JBindungす るとい う意味 だけで は な く
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て,同 時に,そ の父親 によ って 「拘束」Bindungも されて い るとい う状 況
か らの自己解放 ・自立 を希求す る衝動 を包含 していると考 え られ る。 自分 と
同 じく作家 であ り,同 じく芸術家 である精神的 「父親 代用 像」Ersatzvater
ゲーテに対 するそ うした複雑 に錯綜す る感情 は,や がて短編小説 『悩 みのひ
ととき』SchwereStunde(1905年)のなかで,抑 えが たい感情の炎 とな っ
て燃 え上 が ることになる。
フ リー ドリッヒ ・シラーの没後百年 を記念す る 『ジンプ リツィシムス』誌
シラー号(1905年3月)に 掲載 された この短 編小 説 は,家 族 が寝 静 ま った
冬 の深夜,一 人暖房 もおちた部屋 の中 で創作 に没頭 する シラーの胸 中を描 い
た もので ある。彼 は 「偉大 ・非凡 ・世界征服 と名声の不朽」Gr6Be!AuBeror-
dentlichkeit!WelteroberungundUnsterblichkeit(四一376)を 希 求 す る。
そのために一 つの言葉,一 つの表現 を求 めて苦 悶す る。彼 は精神 を高揚 させ
るために酒 や コー ヒーや タバ コの力 を借 りる。 おのが肉体 を痛 あっけ ること
によ って しか,行 き詰 りを打 開す るはで きない。 これは まさに,ト ーニオが
あの ミュンヘ ンの「対話」 の中で リザベ ータに語 ったこ との実 践 に ぽかな ら
ない。 作家 た るもの,「 自分の命を代償 とす ることな く,芸 術 の 月桂樹 か ら
は小 さな葉 っぱ一枚 といえど も摘 み取 って はな らな い」 のであ る(四 一305)。
そ う した作 中の シラーの脳裏 には,か た ときも離 れず 「あの男」'・「ワイマー
ルにい るあの男」 の影 がつ きまとう。彼 の眼に映 る 「あの男 は利 口だ。生 き
る術,創 造 す る術 を こころえてい る。 自己を虐待 しない。 自己を十分 に労 っ
て いる」(m-372)の である。 その 「ワイマールのあの男」 を作 中 の 「情感
的 な」sentimentalisch作 家 シラーは 「憧れ に似 た敵意 で愛 して いる」(皿 一
372)。 その彼 は,自 分 とは対 照的で 「素朴 な」naivな 詩人 であ る 「ワイマー
ルのあの男」 に対 して,同 じ芸術家 として 自己を主張 しようとする。そ して,
「認識」Erkennenと 「創作」Schaffenと を 「総合」Syntheseさ せ よ うとす
る作中の シラー は言 うまで もな く トーマ ス ・マ ンその人 であ る。血反 吐を吐
くような創作の苦 しみに煩悶す るシラー ・マ ンは,「 ワイマ ール のあ の男 」
の ことを考 え るたび に決 まっておのが胸の内で,「 また して もいつ もの よ う
に,不 安の うちに,あ わただ しく,や っきにな って,こ の思 いに続 く心の動
きが始 まるのを感 じた」(皿 一377)。 それ は 「何 人た りとも,自 分 より偉大 に
な って ほ しくな い」(皿 一377)と.い う密か なる嫉妬心 に裏 打 ちされ た 自己主
張,す なわ ち 「神の ような男」 に対 し 「自分の本質,自 分の芸術家 と しての
あ り方 を,向 こうの男のそれ に対 して主張 し,区 別 しようとす る働 き」(四 一
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377)に ほかな らない。 それ故,ト ーニオが旅 の 目的地 の 「北 国」 か ら リザ
ベ ータに書 き送 った手紙の中 の言葉 は,新 たな世界を拓 こうとす る若 き トー
マス ・マ ンの 「決意表明」の ごとき響 きを発す る。 そ して この決意が,マ ン
描 くところのシラーの悲痛な叫 びと共鳴 して,ゲ ーテに対する若 き トーマス ・
マ ンの自己肯定,自 己主張 となって い くので ある。
「私 が これまで して きたこ とは無 に過 ぎません。 たい した もの
じゃない。 まあ,無 と言 って いいのです。 これか らは,も う少
しま しなことをや るつ もりです,リ ザベ ータ さん。一 これ は
一つ の約束です。」[W-338]
すで に論 じて きた ように,「 ヴェル ター段 階」 すなわ ち 『トーニオ ・ク レー
ガー』 の時代,ト ーマス ・マ ンにあ って は 「生」Lebenと 「芸術 」Kunst
の対立 がゲーテを自分 の内面 において如何 に 「片付 けて い く」erledigenか
という芸術上の問題 と緊密に絡み合 って いた。 マンはその苦 悩に満 ちた課題
を,短 編小説 と して は比較 的長 い構想,執 筆期間をへて,「 微笑す る意識」,
「子供 らしく深刻 な注意深 さ」 を持 って 『トーニオ ・ク レー ガ ー』 に文学 的
に結晶 させ ることがで きたのであ る。 自分 自身 を確認 す るために 「北 国」 に
戻 った トーニオ ・クレー ガー=ト ーマ ス ・マンは,ロ シア人 の女 流画家 リザ
ベ 一夕 ・イ ワノーヴナに宛 て一通 の手 紙 を書 く。 その手 紙 に は トー ニオが
「北国」 で到達 した晴れやか な認識が明快 な言葉 とな って踊 っている。「市民」
と 「芸 術家」,つ まり 「生」 と 「精神」 とい う二つの世 界 の は ざ まに立 って
い るため,生 きてい くのがい ささか面倒 で はあ るが,人 間を冷 た い眼で見 る
「偉大 な」精神 よ りもむ しろ,「 私 の一番深 い最 もひそやかな愛情 は,金 髪 で
碧 眼の,明 朗に生 きい きとした,幸 福 な,愛 すべき平凡 な人 たちに捧 げ られ
てい る」(V田一338)と いうので ある。 そ もそ もこの 「二 つの世界の はざま」・
「中間」 とい うパ トスすなわ ちイロニーは,マ ンみずか らが述 べ て い るよ う
にニーチ ェの強 い影響 を受 けた ものであ って()皿 一91,参 照),こ の ことは当
時 のマ ンがいかにニーチ ェ重要 な存在 とみな して 「トーニオ ・ク レー ガー』
とい う作品 を執筆 していたか がよ くわか る。 それと同時 にそれは,ま さ しく
ニーチ ェを媒介 として一段 と深 く謝 るよ うにな ったゲーテ 若 きマ ンを は
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げ しく魅了 しなが らも,「 神」 の ごと くに彼の前 に立 ちはだか り 「拘束す る」
ゲーテ に対 して,若 きマ ンがみずか ら認識 した距離 を示唆 している。 そ
して上 に引用 した,リ ザベ一 夕に対 する トーニオの 「一 つの約束」 の背後 に
は切実な 自己肯定 と,ゲ ーテに対す る トーマス ・マ ンの 「やんわ りとした抵
抗」(参 照E.Heller)に 潜むつ よい自己主張の意志 を読み とることが で き る
ので ある。
「トーニオ ・クレー ガー』 という作品 は,ま さに トーマ ス ・マ ンに と って
はゲーテ との間の 「生 みの悩 み」SchwereStundeに 満 ちた文学上 の第一子
と も呼べ る もので ある。 マ ンがみず か らもうひ とつの 『若 きヴェル ターの悩
み』 を書 こうと計画 していたか否 かについては,後 世 に残 された資料 の どれ
一つ と して明確 に答 えては くれない。 しか し,チ ュー リッヒの トーマス ・マ
ン ・アル ヒー ブに残 されたマ ン関係 の資料研究 の第一人者 ハ ンス ・ヴィス リ
ングが いみ じくも,「 か りにゲ ーテとその本質か らして血 縁 関係 に あ ると感
じているので あれば(参 照XI-548),ど うしてその グ レイ ドにおいて も同 じ
であ りたいと思 わない ことがあ ろうか」('2)と指摘 して いるよ うに,作 家 と し
ての トーマス ・マ ンはす でに 『トーニオ ・ク レーガー』執筆の時代か ら 「ゲー
テと肩 を並べ たい」 とい う願望 を抱 いていたよ うに思 われ るのであ る('3)。
いずれ にせ よ,こ の 『トーニオ ・ク レーガー』 とい う作 品 は予想以上 の社
会的反響 と成功 を収 め,作 者 トーマ ス ・マ ンに対 して 「彼 の他 のいかな る作
品 に もま して,こ の作品 に対 す る愛着 の念 を私 的なかたちで,あ るいは公 け
の場 で表 明す る」(童4)人々 が た くさん いたのである。 そ して後年 トーマス ・マ
ンは,『 ク レーガー』 が当時の知的 な若者 たちによ って彼 らの気 持 ちを巧 み
に代弁 した作品 として受 け入 れ られ ことをみずか らも大 きな満 足感 を持 って
述懐 している()ID-90)。 それは この 『ク レーガ ー』 とい う作 品 が,か っ て
『ヴェル ター』が当時の社会や若者 たちに及 したのと同 じラデ ィカルな影響
を,一 世紀 を遥 かに越 え る長 い歳 月をへだてて,ト ーマ ス ・マ ンと同 じ世代
の若者 たちに与 え ることがで きたか らに ほかな らない。 か くして トーマ ス ・
マ ンは,こ の物語 を 「典型 的な青春 の作 品」eintypischesJugendwerkと
名づ けたばか りでな く,や がて 「私 の文学 上 の愛 し児」meinliterarisches
Lieblingskind()皿 一145)と 呼 ぶよ うにな り,つ いには心 の底 か ら満 ち た り




上 に見て きたように,『 トーニオ ・クレーガー』 とい う作品の中には,ト ー
マ ス ・マ ンが 『若 きヴェルターの悩み』執筆時代のゲ ーテ,別 言すれ ば,自
分 とほぼ同 じ年頃のゲ ーテを念頭 に置 きつつ創作 に励んで いた痕跡 を随所 に
見て とることが出来 る。 こ うしたマ ンの姿勢 はまさに,彼 がすで にこの こと
をそ う理解 して いたか否か に関わ らず,「 ゲ ーテとい う現象」の 「足跡 をたど
る」In-Spuren-Gehenこ とに他 な らない。 同時 に トーマ ス ・マ ンの強烈 な
自我 は,自 分がゲ ーテの単 なるエ ピゴーネ ンなどで はな く,確 固 と した自分
の世界を持つ作家,「 自分 の本質,自 分 の芸術家 としての あ り方 を,向 こ う
の男 に対 して主張 し,区 別 しよ うとす る働 き」がおのが体内 にお いて絶 えず
意動 して いることを 自覚 して いるのであ る。そのため この 『トーニオ ・ク レー
ガー』 という作品 は,若 き トーマス ・マ ンがゲ ーテに対 して感 じて いた複雑
に絡 み合 うア ンヴ ィヴ ァ レ ン トな感情 を,「 認 識 の嘔 吐」Erkenntnisekel
(V皿一300)に 苦悶 しつ つ も,お のれ本来 の問題意識 である 「芸 術」 対 「生」
の二 元的対立へ と芸術的 に変容,昇 華 させた ノヴェ レとさえ呼べ るので はな
いだ ろうか。つ まりこの小説 は若 き トーマス ・マ ンのゲー テに対す る深 い苦
悩 と葛 藤 と密 か な る敵 悔 心 とか ら生 まれ た 「典 型 的 な青 春 の 書 」ein
typischesJugendwerkで あ り,ま さに トーマ ス ・マ ンに と って は「私 の芸
術上 の最高傑作」meink伽stlerischesbestesWerk(15)とな って いるので あ
る。
《註 》
トー マ ス ・マ ンの著 作 の 低 本 と して は下 記 を 用 い,本 文 中 の 引用(訳 文)に は
そ の 巻数 とペ ー ジを(IX-498)な どの 形 で 付 記 した 。
ThomasMann:GesammelteWerkein13Banden.FrankfurtamMainl974.
ヨー ハ ン ・ヴ ォル フガ ン グ ・フ ォ ン ・ゲ ー テ の 著 作 の底 本 と して は下 記 を 用 い,
本 文 中 の 引用(訳 文)に は そ の 巻 数 と ペ ー ジを,ハ ン ブ ル ク版 全 集 の 場 合 に は
[HAn-12]な どの形 で 付記 し,ベ ル リン版 の 場 合 に は[BAI-401]など の形
で 付記 した 。 「若 き ヴ ェ ル タ ー の 悩 み』 か らの 引 用 に際 して,Hammburg版 と










(2)ト ー マ ス ・マ ンが 『幻 滅 」Enttauschungに 引 用 して い る の は,「 若 き ヴ ェ







た だ し冒 頭 部 分 が ベ ル リ ン版 で は,.WasistderMensch?dergepriesehe
Halbgott!"と な っ て い る。
「人 間 と はな ん だ ろ う。 万 物 の霊 長 だ と称 え られ て い るが,一 番 力 を 必 要 と
す る と き に,力 が 出 な いで は な いか 。 喜 び に心 が 躍 る と きで も,苦 悩 で くず 折
れ そ うな と きで も,人 間 は結 局 そ こ に居 つ づ け る こ とが な い。 き わ ま りな くあ
ふ れ で 出 る感 情 の 波 の なか に消 え て な くな って しま い た い と ひたす ら願 って も,
冷 た く しらけ た 意 識 に引 き戻 され るで は な いか 。」 「『ヴ ェ ル タ ー」 第 二 部,12
月6日 」
(3)Vgl.Wysling:前掲 書S.507.
(4)こ の 『フ ロ イ トと未 来 」 に お け る区 分 の仕 方 は,「 私 に つ い て 」OnMyself





「人 生 と は以下 の 意 で あ る,す なわ ち,足 跡 をた ど る こ と,模 倣 して 生 き る
こ と,眼 に見 え るか な い し は伝 承 され て き た神 話 的手 本 と同 一 化 す る こ と。 父
親 結 合,父 親 模 倣,父 親 演 技 とそ れ を よ り高 次 で 神 的 な 種 類 の 父 親 代 理 像 に
移 しか え る こ と[中 略]… … 」
(5)ト ー マ ス ・マ ンの 「ゲ ー テ の まね び」>imitatioGoethe's〈 の 各 段 階 の 解 説




トー マ ス ・マ ンの 「ゲ ー テ の まね び」 が 「若 き ヴ ェル タ ーの 悩 み』 に始 ま り,
ロ ッテ の モ デ ル とな った シ ャル ロ ッテ ・ケ ス トナ ー(旧 姓Buff)が 半 世 紀 あ
ま りを経 て,ワ イ マ ー ル に ゲ ーテ を訪 ね た 実話 に 題材 を 取 った 『ワ イ マ ール の
ロ ッテ 』LotteinWeimar1939年とい う長 編 小説 に お い て そ の 頂 点 に 達 す る
'の は,じ つ に興 味深 い。 と同 時 に,『 ワ イマ ー ル の ロ ッテ』 に お い て 「ゲ ー テ
そ の人 を 自作 の 中 に実 際 に歩 き回 らせ た い」 とい うマ ンの長 年 の希 望 が 叶 え ら





(7)・HansWyslingは,`1902年10月16日づ け の,マ ンがKurtMartensに 宛
て た 手 紙 を根 拠 と して,次 の よ う に推 測 して い る。
。VielleichtisteseinBandvonHerrnannBang,indemTonioKr6gerin
derVolksbibliothekblattert."
「トー ニ オ ・ク レー ガ ーが 国 民 図 書 館 に お い て ペ ー ジ を繰 っ てい たの は,ひ ょ




(9)リ ザ ベ 一 夕 と の 「対 話 」 に お け る 「春 」Fr廿hlingと い う言 葉 は,単 に 自然
の 季 節 と して の 「春 」 を意 味 す る だ け で は な く,同 時 に,沸 き起 こ る生 命 力 を
意 味 して い るの で あ る。 と は言 え,ニ ー チ ェ が 「音 楽 の 精 神 か らの悲劇 の誕 生 」
GeburtderTrg6dieausdemGeistderMusikにお い て洞 察 した よ う な デ ィ






Wyslingに よ れ ば,1899年 に は す で に>TonioKr6ger〈 と い う記 載 が,
「覚 書 ・皿」3.Notizbuchに 見 られ る とい う。 前 掲 書S.49参 照 。
(12)Wysling:前 掲 書S.507.
(13)Wyslingは「ち なみ に 「フ ァウ ス ト』 の よ うな作 品 を 書 こ う と い う被 くマ
ン〉 の 計 画 は,「 後 書 き」Nachwort(1905)より も,い さ さか 古 い も の で あ
る。[XI546～549参 照]ゲ ー テ と肩 を並 べ よ うとす る者 な ら,『 フ ァウ ス ト』


























































こ の 論 文 は,も と も と はReclam,Universal-BibliothekNr.8810>lnterpreta-
tionenThomasMann,RomaneandErzahlungen〈 の う ち>TonioKr6ger〈 を
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担当したおりに執筆 したものに,大 幅な加筆 ・修正を加えたものである。
『トーニオ ・クレーガー』およびマンの著作からの引用訳文は邦訳書に拠 った。
トーマス ・マン全集第V皿巻,高 橋義孝 ・他訳,新 潮社,昭 和47年
「若きヴェルターの悩み』からの引用訳文は邦訳書に拠 った。ゲーテ全集 第6巻,
神品芳夫訳,潮 出版社,1979年5月
但し,両 作品からの引用訳文は,論 述の都合等によって表記等を改めたところも
ある。
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